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TV面のクイズの答え 昨年は31.0％でしたが今年は44.9％
という結果になりました。
ちなみに今年の全国平均は39.8％で
した。

Q1.　
栃木県の一時停止率が
大きく改善した結果を受けて

UP！
13.9ポイント

UP！
　日本自動車連盟（JAF）が実施した信号機のない横断歩道を歩行者が渡ろうとして
いる時に一時停止した車の割合を調べた調査によると、2022年の栃木県の割合は
前年比13.9ポイントアップの44.9%と大幅に全国平均（39.8%）を上回りました。
　この結果をうけて、県の交通安全を所管する栃木県警察本部交通部交通企画課課
長補佐で栃木県警部の湯澤宙輝さんにこれまでの取り組みなどについてお話しを伺
いました。

　「TEAM STOP TOCHIGI」では、本年度も多くの企業・団体様から
ご協賛をいただくとともに、栃木県警察本部の監修のもと啓発活動
を実施しています。
　今回の調査結果では停止率が2年連続で全国平均超えと、県民ドラ
イバーのみなさんの意識の高まりを感じています。活動の結果が出
て、意識が高まってきた今こそ、再度気を引き締めて全国1位を目指
して歩行者に優しい運転をしてい
きましょう。
　「TEAM STOP TOCHIGI」では、
引き続き、歩行者に優しい運転をす
るドライバーが増えることを願っ
て、啓発活動を続けていきます。

Q2.　
これまでの具体的な

取り組みについて

Q3.　
さらなる改善のための今後
の課題や目標を聞かせてく
ださい。

Q4.　
県民のみなさんへ伝えたい
ことは？

企画監修／栃木県警察本部　企画制作／下野新聞社 営業局企画監修／栃木県警察本部　企画制作／下野新聞社 営業局

　年々改善傾向にありますが、今年は昨年から
13.9％増と大きく改善。初めて40％を超えま
した。これは、県民の皆さまに「横断歩道は歩
行者優先」という意識が浸透した結果だと考え
ています。

　2018（平成30）年に全国ワーストとなって以来、広報活動と交通指
導取締りを継続してきました。2019（令和元）年には「脱！止まってく
れない栃木県」と題した交通安全動画を作成。この動画はシリーズ化
され、これまでに4作品を作成し、ネットやデジタルサイネージ、映
画館など、多くの人に観てもらう工夫をしました。

　改善傾向にはありますが、まだ5割以上の運転手が一時停止してい
ない状況であり、「必ず止まってくれる栃木県」への取り組みは道半ば
です。今後は今回の結果を分析し、本取り組みが届いていない運転手
の方々へしっかり伝えていきたいと考えています。

「日本一止まってくれる栃木県」は決してできない目標では
ありません。「横断歩道は歩行者優先で車両は一時停止」と
常に心に留め、交通ルールをしっかり守り、歩行者に優しい
運転をお願いします。

栃木県停止率44.9％！！
信号機のない横断歩道での車の一時停止率

※JAF調べ（2022年）※JAF調べ（2022年）


